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Q1. 民間企業から公務員に転職しようと思った理由やきっかけについて教えて 

ください。 

自分自身の仕事が及ぶ範囲が大きく広がることに魅力を感じたからです。前職では私立高

校の教員をしていましたが、自分自身の頑張りは、目の前の生徒やその保護者が対象でした。  

一方公務員の仕事は、例えば対象が区内にいる未就学児全員や小中学生全員等対象が大き

く広がります。教育に携わってきた者として、自身のキャリア形成の中で、もう一段高い次元で

の仕事をしたいと感じたからです。 

Q２. 特別区（荒川区）を志望した理由を教えてください。 

  埼玉県で生まれ育った私にとって、東京都はやはり様々な面で日本の中枢であり、憧れの

場所でした。行政の世界に身を置きたいと考えたときに、地元のために力を尽くすか、憧れの

地で力を尽くすか悩みましたが、転職の理由にも挙げた、仕事の規模から得られるやりがいを

求め、特別区を志望しました。 

Q３. キャリアアップに関して民間と公務員の違いはどのようなところだと思い

ますか。 

私が転職を考えたきっかけの１つにキャリアアップがあります。当時勤めていた組織では、職

員の構成がいびつになり、若手が少なくベテランが多い状況で、昇進については、機会そのも

のが無くなりつつありました。その状況に危機感を感じ、転職を考えました。 

公務員は、組織が大きなことや、組織として成熟していることなどがあり、そういったことは

なく、昇進については自分自身の気持ち次第で広く門戸が開かれていました。そういった機会

を利用し、入職５年目からは係長になり、７年目には管理職試験にも合格しました。こういった

キャリアアップのシステムの公平性、公正性も違いの１つだと思います。 

 

Q4. 今の仕事内容を教えてください。 

また、今の仕事のやりがいや魅力を教えてください。 

事務職（係長級） 
【採用】 

平成２７年度 経験者３級職（事務） 

【所属】 

荒川区子ども家庭部保育課 

【前職】 

      民間企業（教育系） １１年勤務 
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私は今、保育課に在籍していて、区内にある各保育施設への運営費や補助金の支出等の運

営を支える業務を行っています。実際に保育園に行き、子供達と触れ合うことはあまりありま

せんが、彼らが日々楽しく保育園での生活を送れるように陰ながら、先生や保育園へのサポー

トを行っています。転職の理由でもある、より多くの人のために働きたいという願いが叶った

職場であるため、とてもやりがいを感じています。 

Q5. 現在の役職や業務において前職の経験や知識が生きた場面があれば教え 

てください。 

教師であった私が当時最も大事にしていたのは、情報収集と変化の察知です。常に生徒の友

達との関係、親子関係、成績等あらゆる情報をアップデートし、生徒にいつもと違うことがない

か、目を光らせていました。多くの対象に一度に目を配り続けるということは、多くの園を管理

する保育課での業務または、係長や課長補佐という役職での職責は、クラス運営に通じる部分

も多いと感じています。 

Q6. 職場はどのような雰囲気ですか。 

２０代から６０代まで幅広い年代が和気あいあいと働いています。特に保育園の元園長先生

を始め、保育士の先生達も何人かいてその方達が、職歴４０年以上というキャリアと保育士と

いう面倒見の良さを十分に発揮し、皆を気遣ってくれ、笑顔にしてくれています。 

Q7. 荒川区に入ってよかったことを教えてください。 

 労働環境がとても恵まれていることです。特にキャリア形成の点については、前述のとおり自

分自身の気持ち次第でどんどん役職を上げるチャンスが与えられます。また、産休や育休の取

得にも積極的に取り組んできます。さらには、各種の研修も充実しており、それぞれの職員の

望むキャリア形成についてのサポートの充実が素晴らしいと感じています。 

Q8. 休日や退庁後の過ごし方について教えてください。 

休日は、野球をやっている息子達の応援をしています。中学生の長男は、ほぼ毎週日曜日に

練習試合を都内や埼玉県、神奈川県で行うので、送迎がてら妻と観戦しています。土曜日は、

小学生の次男の少年野球を見に行きます。週末の方が早起きしなければならないことも多く、

体は疲れますが、とても良いリフレッシュになっています。前職では土日の出勤も多く、この点

もありがたく感じています。 

Q9. 経験者採用での就職を考えている方にメッセージをお願いします。 

試験へ向けた準備は孤独な戦いだと思います。ただ、その過酷な戦いを乗り越えると、とて

も素晴らしい職場が待っています。私は入区して今年で９年目となりますが、これまでずっと転

職できたことに喜びを感じ続けています。今も前の職場の同僚との付き合いはあり、大切な友

人ですが、転職したこと、荒川区を選んだことに全く後悔はありません。是非この体験を皆さん

と分かち合える日が来ることを楽しみにしています。 


